
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２１日（金）に『６年生に贈る会』が開催されました。テーマは「６年生に伝えよ
う 精一杯のありがとう」です。学校生活の様々な場面でお世話になった６年生に，心か
らの感謝を届けようと，新児童会本部や５年生が中心となって計画・準備を行いました。 
まずは，縦割り班での楽しいゲームからスタート。今年１年間，

交流を深めてきた，一番近い存在の６年生とともに過ごせる最後の
時間です。５年生が主となって考えたゲームは班ごとに様々。５年
生がじょうずに進行しながら，楽しい時間を演出しようと頑張って
いました。また，最後には，在校生が心を込めて書いたメッセージ
で埋め尽くされたプレゼントを，一番お世話になった１年生が渡し
ました。どの班も思い出をふり返りながら，６年生に感謝の気持ち
を伝えることができました。在校生からのプレゼントを渡された６
年生。とてもうれしそうに色紙に見入っていました。 
全体会は，全校児童が体育館に集まって行いました。新児童会役

員を中心としたメンバーでの寸劇や楽しいスライド上映，在校生の
呼びかけと進んでいき，最後は６年生からお
礼の出し物が披露されました。盛り上がるところ，静かに聴くところ
など，６年生への感謝の思いがしっかりと込められ，会場全体がとて
もあたたかな空気でいっぱいになりました。 
５年生の新児童会本部を中心に５年生全員が運営に携わり，４年

生以下の子供たちも会場装飾や色紙づくりに取り組んできた，在校
生全員で創り上げた手づくりの会となりました。 

 
 
 
 
本校の玄関ホールには，通称「根津ピアノ」と呼ばれるピアノが置いて

あります。これは，１８６０年（江戸時代末期）に今の山梨市に生まれ，
後に「鉄道王」と呼ばれた『根津嘉一郎』さんが，７２歳の時に全県下の
小学校に送った２００台のピアノの中の１台です。寄贈から長い年月が経

ち，傷んでいる部分が多かったのですが，平成２１年
に，当時聖徳大学音楽部講師であった白砂さんの協力
により，全面修復が行われ，その音色が復活しました。 
現在も，児童が休み時間等を使って，自由に演奏をしています。根

津さんや白砂さんの思いを受け止めながら，これからもすてきな響き
が続くよう，大切に活用していきたいと思います。 
学校に来る機会には，ぜひご覧ください。 
 

 
 

 

令和７年３月４日 文責 学校長 窪田 正幸 

４日間に分けて実施した，本年度最後の授業参観が終わりました。
端末の活用や学年での発表等を通して，お子様の１年間の成長を感
じていただけましたでしょうか。あと３週間ほどで令和６年度も終
わります。保護者の皆様方には，様々な場面で学校教育へのご理
解，ご支援をいただき，誠にありがとうございました。 


